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Abstract 

This study aimed to investigate changes in the lives, behaviors, attitudes, and relationships of junior and senior high school 

students associated with the spread of coronavirus disease 2019 (COVID-19) in secondary school in Tokyo metropolitan 

area, Japan. The survey was conducted with secondary schools attached to the faculty of education, University of Tokyo, 

in fiscal year 2020. The analyzed data included 671 students (347 junior high school students, 324 high school students) 

who completed an online questionnaire. Results showed a significant difference in response tendency between junior high 

school and high school students for certain items regarding changes in living environment; however, effect sizes were all 

small. Since the onset of the COVID-19 pandemic, lifestyle adjustments have been necessary, and a larger percentage of 

both junior high school and high school students responded that the amount of time spent studying online (60% or more) 

and time spent at home (80% or more) had increased, compared to before the pandemic. Examples of changes in life 

resulting from the COVID-19 situation/environment were seen in the more than 50% of respondents who indicated that 

time spent with their families, using computers and smartphones, and using social networking services had increased. On 

the other hand, more than 50% of respondents indicated that time spent with friends, exercising, and playing outside had 

decreased. These results suggest that many students' lives, behaviors, attitudes, and relationships have changed as a result 

of the spread of COVID-19. 

 

Keywords：coronavirus disease 2019, lifestyle, school life, junior high and high school students, secondary school 
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コロナ禍における中高生の生活の変化 

―都内中等教育学校を対象としたパネル調査から見えてくるもの― 

 

1  問題と目的 

新型コロナウイルス感染症（coronavirus disease 

2019；COVID-19）の蔓延は世界規模での拡大を見

せ，2022年 2月現在でも、未だ生活の様々な場面に

大きな影響をもたらしている。感染者増加に伴い，

日本においても緊急事態宣言やまん延防止等重点

措置が繰り返し発令され，感染予防対策のために，

新しい生活様式が導入されている（厚生労働省，

2020）。新型コロナウイルス感染症拡大に伴う生活

様式の変化がもたらす社会への影響は人々の生活

や行動，意識など様々な領域や場面の大きな変化に

繋がっている（経済産業省，2020；内閣府, 2020；総

務省，2020）。こうしたコロナ禍の影響は働く世代に

限ったことではなく，教育を受ける若い世代の人た

ちにも多大な影響が及んでいる。 

例えば，その代表的なものとして，オンライン授

業の導入が挙げられる。緊急事態宣言の発令に伴い，

全国的に臨時休校の措置がとられ，対面授業から遠

隔授業への転換が余儀なくされている（文部科学省，

2020，2021a，2021b）。こうしたオンライン授業の導

入や臨時休校，外出自粛は子どもたちの生活様式に

大きな変化をもたらしている（藤川，2021；村田，

2021；大枝，2020）。具体的に，小中学生の子どもを

持つ保護者 1,000名（父親・母親各 500名）を対象

にした，新型コロナウイルス感染症の影響下におけ

る生活の変化を調査した報告がある（近視予防フォ

ーラム，2020）。この調査によれば，SNS をする時

間や睡眠時間は約 6 割前後が変わらないと回答し

ているものの，自宅で過ごす時間や PCやスマート

フォンをみる時間が 7割以上増加しており，屋外で

遊ぶ時間は 6割以上減少していること，さらには 5

割以上の小中学生が友人関係などの人間関係の構

築を危惧していることが報告されている。このよう

な変化は小中学生だけでなく，未就園児や高校生，

大学生においても生活習慣や学習，社会との関わり

はコロナ禍以前と比較して大きく変化しているこ

とが明らかとなっている（個別教育舎，2021；国立

生育医療研究センター，2021；LINEリサーチ，2020；

文部科学省，2021c）。一方で，大学生を対象とした

研究知見は多いが，中高生における個人の生活の変

化について学校単位で調査された報告は未だ少な

く，引き続き研究知見の蓄積が必要だと思われる。 

こうした中，東京大学教育学部附属中等教育学校

（以下，東大附属）の教育効果検証を目的に，2016

年度より東京大学大学院教育学研究科附属学校教

育高度化・効果検証センターと東大附属が連携した

調査プロジェクト（以下，東大附属パネル調査）が

ある（山本・日高，2016）。この東大附属パネル調査

では，継続的に 1年生（中学 1年生相当）から 6年

生（高校 3年生相当）を対象に調査された在校生パ

ネル調査（天井・上野・日高・福留，印刷中；本田，

2019；川本，2020；川本・日高・梅原，2019；川本・

日高・荒井，2020）と，2017年度に行われた卒業生

調査（天井，2020；荒木，2020；喜入，2019；上野・

日高・福留，2021，印刷中），2021年度より開始さ

れた東大附属卒後継続調査（横原・上野・日高・福

留，2022）がある。これまでに当該パネル調査のデ

ータを使用し，東大附属の教育効果検証が多角的に

行われている。 

 東大附属もまたコロナ禍において臨時休校，オン

ライン授業，分散登校の導入を始め，様々な対応が

されてきた（東京大学教育学部附属中等教育学校
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PTA広報委員会，2021)。感染拡大による影響があっ

た 2020 年度では，上述のパネル調査に新型コロナ

ウイルス感染症拡大に伴う生活の変化に関する質

問項目が導入され，全数調査が実施されている。以

上の状況を鑑みて，本研究では都内中等教育学校

（中高一貫教育）である東大附属の中高生を対象と

し，新型コロナウイルス感染症拡大に伴う生活の変

化を定量的に検討することを目的とする。なお，東

大附属では 1・2 年生（基礎期），3・4 年生（充実

期），5・6年生（発展期）の 2―2―2制によるカリ

キュラムの構成がされているが，前期課程（1―3年

生）は中学校，後期課程（4―6年生）は高等学校と

ほぼ同等の授業が行われている（東京大学教育学部

附属中等教育学校，2020）。本研究では一般的な区分

である中学 1―3 年生相当である前期課程と，高校

1―3年生相当である後期課程に分類し，中高生の回

答傾向の違いを明らかにする。 

 

2  方法 

2.1  分析データ 

本研究では附属学校データベースプロジェクト

（https://www.schoolexcellence.p.u-tokyo.ac.jp/db/）で

調査された在校生パネル調査を二次分析のデータ

として使用した。調査は年度末に実施され，セキュ

リティや個人情報保護対策を十分に施した調査ペ

ージ上で行い，参加者は調査ページにログインする

ための固有の ID を用いて，学校内のコンピュータ

ー端末から回答を行った。本研究では，新型コロナ

ウイルス感染症拡大による生活の変化を問う項目

に関する調査が行われた 2020 年度の在校生パネル

調査のデータを分析対象とした。 

なお，本研究は東京大学大学院教育学研究科附属

学校データベース管理運営委員会より，データの使

用許可を得た上で実施された。加えて，生徒の個人

情報保護のため，個人を特定できる情報は削除なら

びに匿名化してデータの提供を受けている。 

 

2.2  分析対象者 

 分析対象者は 2020 年度の在校生パネル調査に調

査協力し，当該項目に回答された 1年生から 6年生

671名（男性 323名，女性 330名，どちらでもない

18名）であった。なお，分析時には前期課程（中学

1―3 年生相当）347 名（男性 171 名，女性 165 名，

どちらでもない 11 名），後期課程（高校 1―3 年生

相当）324名（男性 152名，女性 165名，どちらで

もない 7名）に分類して使用した。なお，男女比は

ほぼ等しいが，2018 年度に調査項目の改訂が行わ

れ，「どちらでもない」が選択できるようになって

いる。 

 

2.3  分析対象項目 

 本研究では新型コロナウイルス感染症拡大に伴

う環境の変化が生徒の生活や行動，意識，人間関係

にどのような影響をもたらしているのか測定する

ために，表 1に示す 16項目を使用した。 

 近視予防フォーラム（2020）にて調査された項目

を参考にし，コロナ禍における生活の変化として，

学習面や心身面，社会面などの 16 項目を準備項目

として設定した。なお，項目の作成には，当該パネ

ル調査のワーキンググループに所属する教育学な

どを専門とする研究者と当該の中等教育学校の教

員を中心とした約 20 名の専門家にて行われた。質

問項目に対する教示は「新型コロナウイルス感染拡

大によってどのような変化がありましたか。感染拡

大前と比較して，1）～16）のそれぞれについて，現

在のあなたの状態にあてはまる数字を選択して下

さい。」とされた。回答は「とても減った（-2 点）」

「少し減った（-1点）」「変わらない（0点）」「少し

増えた（1点）」「とても増えた（2点）」の 5件法で

求めた。なお，本研究では近視予防フォーラム（2020） 
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表 1 本研究で使用する質問項目 

 

 

や国立成育医療研究センター（2021）の調査結果を

参考に，「とても減った」または「少し減った」と回

答した者を「減った」，「とても増えた」または「少

し増えた」と回答した者を「増えた」，「変わらない」

の 3分類にし，分析に使用した。 

 

2.4  分析方法 

中学校に相当する前期課程と高等学校に相当す

る後期課程の新型コロナウイルス感染症拡大に伴

う生活の変化に対する回答傾向の違いを検討する

ために，カイ二乗検定を行った。χ2値が有意である

場合には下位検定として残差分析（Haberman，1974）

を実施し，多重比較（有意水準の調整）には Holm

法を用いた。本研究では期待値が 5未満のセルもし

くはそうしたセルが全体の 20％以上ではなかった

ため，カイ二乗検定を適用した（Cochran, 1954；水

本，2010）。統計解析には R version 4.1.0（R 

Development Core Team，2021）を用い，有意水準を

5%とした。なお，vcd（Meyer & Zeileis，2021）パッ

ケージ使用時には 4.1.2の Rの下，分析が行われて

いる。 

3  結果と考察 

学年（前期課程・後期課程）と新型コロナウイル

ス感染症拡大に伴う生活の変化（減った・変わらな

い・増えた）16 項目のクロス表（2×3）を作成しカ

イ二乗検定を行った（表 2－5）。分析の結果，「先生

との関わり」「パソコンやスマートフォンの利用時

間」「テレビやネット動画を見る時間」「ゲームをす

る時間」「学校以外で勉強する時間」の項目におい

て有意な χ2 値が示され，小程度以上の効果量

（Cohen，1988）が確認された。 

これらの項目に対して残差分析ならびにHolm法

による有意水準を補正した結果，「先生との関わり」

において「変わらない」と回答した者の割合が前期

課程で多かった（p adj = 0.022）。「テレビやネット動

画をみる時間」では「減った」「変わらない」と回答

した者の割合は後期課程で多く（p adj = 0.023），「増

えた」と回答した者の割合は前期課程で多かった（p 

adj = 0.001）。「ゲームをする時間」では「減った」と

回答した者の割合は後期課程で多く（p adj < 0.001），

「増えた」と回答した者の割合は前期課程で多かっ

た（p adj < 0.001）。そして，「学校以外で勉強する時

間」では「変わらない」と回答した者の割合は前期

課程で多く（p adj = 0.003），「増えた」と回答した者

の割合は後期課程で多かった（p adj < 0.001）。なお，

「パソコンやスマートフォンの利用時間」において

有意な χ2値が示されたが，多重比較では前期課程と

後期課程の間で有意な差が検出されなかった。 

こうした違いが見られた理由の一つとして，そも

そも中等教育学校であるゆえ，前期課程よりも後期

課程の方が進学を意識し，勉強時間の増加に伴い， 

Q1 家の中で過ごす時間

Q2 家族との関わり

Q3 友だちとの関わり

Q4 先生との関わり

Q5 パソコンやスマートフォンの利用時間

Q6 テレビやネット動画をみる時間

Q7 ゲームをする時間

Q8 SNSをする時間

Q9 メールやLINEなどによるコミュニケーション

Q10 睡眠時間

Q11 運動する時間

Q12 外で遊ぶ時間

Q13 オンライン学習の時間

Q14 学校以外で勉強する時間

Q15 身体的な疲れ

Q16 精神的な疲れ

表1 本研究で使用する質問項目

項目内容番号
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表 2 新型コロナウィルス感染症拡大による生活の変化(1) 

 

前期 後期 χ
2

課程 課程 (df  = 2)

減った 度数 6 9

比率(%) 1.7 2.8

変わらない 度数 37 38

比率(%) 10.7 11.7

増えた 度数 304 277

比率(%) 87.6 85.5

減った 度数 20 15

比率(%) 5.8 4.6

変わらない 度数 110 94

比率(%) 31.7 29.0

増えた 度数 217 215

比率(%) 62.5 66.4

減った 度数 180 180

比率(%) 51.9 55.6

変わらない 度数 101 100

比率(%) 29.1 30.9

増えた 度数 66 44

比率(%) 19.0 13.6

減った 度数 157 171

比率(%) 45.2 52.8

変わらない 度数 △166 ▼119

比率(%) 47.8 36.7

増えた 度数 24 34

比率(%) 6.9 10.5

表2　新型コロナウイルス感染症拡大による生活の変化（1）

Cramer’s Vp項目

注1）前期課程 = 中学1―3年生相当，後期課程 = 高校1―3年生相当，減った = 「と

≪Q22_3：友だちとの関わり≫

≪Q22_1：家の中で過ごす時間≫

≪Q22_2：家族との関わり≫

0.040.5831.08

注3）残差分析ならびにHolm法によって調整した結果，△は有意（p  < 0.05）に高い比

　　  率，▼は有意（p  < 0.05）に低い比率を示す。

注2）比率は小数点2桁目を四捨五入した値となり，合計値が100にならない場合がある。

　　  ても減った」または「少し減った」，増えた = 「とても増えた」または「少し増えた」

1.19

3.62

9.30

≪Q22_4：先生との関わり≫

0.040.551

0.164

0.010

0.07

0.12
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表 3 新型コロナウィルス感染症拡大による生活の変化(2) 

 

 

 

 

前期 後期 χ
2

課程 課程 (df  = 2)

減った 度数 7 9

比率(%) 2.0 2.8

変わらない 度数 48 68

比率(%) 13.8 21.0

増えた 度数 292 247

比率(%) 84.2 76.2

減った 度数 ▼5 △17

比率(%) 1.4 5.3

変わらない 度数 ▼61 △85

比率(%) 17.6 26.2

増えた 度数 △281 ▼222

比率(%) 81.0 68.5

減った 度数 17 30

比率(%) 4.9 9.3

変わらない 度数 ▼115 △159

比率(%) 33.1 49.1

増えた 度数 △215 ▼135

比率(%) 62.0 41.7

減った 度数 14 24

比率(%) 4.0 7.4

変わらない 度数 141 122

比率(%) 40.6 37.7

増えた 度数 192 178

比率(%) 55.3 54.9

16.64 < 0.001 0.16

表3　新型コロナウイルス感染症拡大による生活の変化（2）

p Cramer’s V

0.036 0.10

項目

≪Q22_8：SNSをする時間≫

3.75 0.153 0.08

注）注釈は表2と同じである。

≪Q22_7：ゲームをする時間≫

28.19 < 0.001 0.20

≪Q22_5：パソコンやスマートフォンの利用時間≫

6.67

≪Q22_6：テレビやネット動画をみる時間≫
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表 4 新型コロナウィルス感染症拡大による生活の変化(3) 

 

 

 

 

前期 後期 χ
2

課程 課程 (df  = 2)

減った 度数 25 35

比率(%) 7.2 10.8

変わらない 度数 126 129

比率(%) 36.3 39.8

増えた 度数 196 160

比率(%) 56.5 49.4

減った 度数 84 67

比率(%) 24.2 20.7

変わらない 度数 140 113

比率(%) 40.4 34.9

増えた 度数 123 144

比率(%) 35.5 44.4

減った 度数 218 216

比率(%) 62.8 66.7

変わらない 度数 74 62

比率(%) 21.3 19.1

増えた 度数 55 46

比率(%) 15.9 14.2

減った 度数 207 218

比率(%) 59.7 67.3

変わらない 度数 104 80

比率(%) 30.0 24.7

増えた 度数 36 26

比率(%) 10.4 8.0

表4　新型コロナウイルス感染症拡大による生活の変化（3）

項目 p Cramer’s V

4.24 0.120 0.08

≪Q22_9：メールやLINEなどによるコミュニケーション≫

4.56 0.102 0.08

≪Q22_10：睡眠時間≫

5.67 0.059 0.09

≪Q22_11：運動する時間≫

1.08 0.582 0.04

≪Q22_12：外で遊ぶ時間≫

注）注釈は表2と同じである。
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表 5 新型コロナウィルス感染症拡大による生活の変化(4) 

前期 後期 χ
2

課程 課程 (df  = 2)

減った 度数 13 14

比率(%) 3.8 4.3

変わらない 度数 94 79

比率(%) 27.1 24.4

増えた 度数 240 231

比率(%) 69.2 71.3

減った 度数 41 27

比率(%) 11.8 8.3

変わらない 度数 △149 ▼103

比率(%) 42.9 31.8

増えた 度数 ▼157 △194

比率(%) 45.2 59.9

減った 度数 76 75

比率(%) 21.9 23.2

変わらない 度数 164 146

比率(%) 47.3 45.1

増えた 度数 107 103

比率(%) 30.8 31.8

減った 度数 50 45

比率(%) 14.4 13.9

変わらない 度数 137 114

比率(%) 39.5 35.2

増えた 度数 160 165

比率(%) 46.1 50.9

表5　新型コロナウイルス感染症拡大による生活の変化（4）

項目 p Cramer’s V

1.66 0.436 0.05

≪Q22_13：オンライン学習の時間≫

0.72 0.697 0.03

≪Q22_14：学校以外で勉強する時間≫

14.41 < 0.001 0.15

≪Q22_15：身体的な疲れ≫

0.34 0.844 0.02

≪Q22_16：精神的な疲れ≫

注）注釈は表2と同じである。
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余暇活動にあてる時間が少なくなることが予想

される。また外出自粛に伴い，ゲームや動画視聴

などの屋内遊びが増えた可能性がある。これらの

点について，他調査でも類似した報告がなされて

おり（近視予防フォーラム，2020；個別教育舎，

2021； 国立生育医療研究センター，2021；LINE

リサーチ，2020），家で過ごす時間が増加したこ

とで，行動や意識の変化が前期課程と後期課程で

差が顕著に見られるようになったのかもしれな

い。しかし，上述の一部の項目にて前期課程と後

期課程で回答傾向に違いが見られたものの，効果

量は全て小程度であり大きな差があるとは言え

ず，慎重な解釈が必要である。 

 先述のように一部の項目には各課程で差が見

られたが，概ね，中高生に相当する生徒の多くは

同様の生活，行動，意識，人間関係の変化をコロ

ナ禍で経験していることが示唆された。例えば，

感染拡大前後で「増えた」と回答した者の割合が

5 割以上であったものとして，「家の中で過ごす

時間（8 割以上）」「家族との関わり（6 割以上）」

「パソコンやスマートフォンの利用時間（7―8

割以上）」「テレビやネット動画をみる時間（6―

8 割以上）」「ゲームをする時間（前期課程：6 割

以上）」「SNS をする時間（5 割以上）」「メールや

LINEなどによるコミュニケーション（前期課程：

5 割以上）」「オンライン学習の時間（6―7 割以

上）」「学校以外で勉強する時間（後期課程：5 割

以上）」「精神的な疲れ（後期課程：5 割以上）」の

10 項目であった。こうした項目内容の主観的な

変化はコロナ禍の代表的な影響とされており，他

調査でも類似した結果が報告されている（近視予

防フォーラム，2020；個別教育舎，2021；国立生

育医療研究センター，2021；LINEリサーチ，2020）。

特に本研究の結果から，外出自粛やオンライン授

業・学習の時間が増えたのに伴い，家の中で過ご

す時間が増えたと 8 割以上の生徒が回答してお

り，その中でパソコンやスマートフォンの利用時

間，ネット動画の視聴も増えていることから，コ

ロナ禍において一人で過ごす時間が多くなって

いることが伺える。それに付随し，家族との関わ

りがこれまで以上に増え，家庭環境が生徒個人に

もたらす影響は大きいことが予想される。 

 一方で，感染拡大前後で「減った」と回答した

者の割合が 5 割以上であったものとして，「友だ

ちとの関わり（5 割以上）」「先生との関わり（後

期課程 ：5 割以上）」「運動する時間（6 割以上）」

「外で遊ぶ時間（5―6 割以上）」の 3 項目であっ

た。これらの項目は社会的な関わりや身体的な健

康を維持する内容であるが，上記の結果と同様に，

概ね他調査と類似した結果が示された（近視予防

フォーラム，2020；国立生育医療研究センター，

2021）。またコロナ禍の令和 3年度の全国体力・

運動能力，運動習慣等調査より，子どもの体力の

低下が危惧されるとともに，運動に対する興味関

心が減少していることが報告されている（スポー

ツ庁，2021）。コロナ禍では三密回避（密閉・密

集・密接）が提唱され，不要不急の外出の規制や

他者との対面による関わり，地域の感染状況や緊

急事態宣言等の発令時には課外活動等の一部活

動の制限がされており（厚生労働省，2020；文部

科学省，2021b），結果として社会的な関わりや運

動頻度の低下は致し方ない状況であることが指

摘される。さらに，学校の新しい生活様式が推奨

され（文部科学省，2021b），遠隔教育システムの

導入や学校内での規制の変化によって友人や教

員との関わりがこれまでとは異なる。そのため，

生徒によっては孤立に繋がり，生徒の心身の健康

に大きな影響を及ぼすことが明らかにされてい

る（萩田，2021；加藤，2020；木下，2021；重村・

高橋・大江・黒澤，2020）。先述したように，増
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加者の割合が多かった項目の多くは自宅にて，ま

た個人で行われる活動が多く，こうしたコロナ禍

の影響が継続される場合には人間関係の希薄化

が進み，精神的な健康を低め，何かしらの問題が

生じる可能性が考えられるであろう。 

以上の結果から，これまでに報告されている調

査結果（近視予防フォーラム，2020；個別教育舎，

2021；国立生育医療研究センター，2021；LINE リ

サーチ，2020）と東大附属で独自に行われた調査

は，回答の割合や項目内容は異なるものの，概ね

コロナ禍における生活の変化に対する傾向は類

似していることが示された。こうした社会情勢で

中高生の生活は大きく変化し，これまで以上に，

個々の生徒の現状に関する実態把握や柔軟な対

応が求められていると言える。しかしながら，変

化を問う項目内容（（例えば，先生との関わりや

SNS をする時間，身体的な疲れ）によっては不変

であったと主観的に感じている生徒も一定数い

ることから，学校や家庭での対応の厚さによって

生徒の受ける影響には違いが生じることも考え

られる。また，社会情勢を鑑みて，これまでの生

活と変化がないように，個人で意識的に行動して

いる可能性があり，結果の解釈は慎重に行うべき

だと考えられた。 

同じコロナ禍の状況下でも，環境にうまく適応

できる生徒は精神的な健康が維持できるが，そう

でない生徒は著しい精神的な健康の低下を招く

ことや，問題行動に繋がる可能性もある。この点

は生徒だけでなく，教員や学校教育に関わるすべ

ての人々に言え，どのようなサポート体制を構築

していくかを考えることは重要である。生徒に限

ったことで言えば，中央教育審議会（2020）が提

唱しているように，学力保障（学習的機能），関

係保障（社会的機能），健康保障（福祉的機能）

の 3 つの要素に支えられた健やかな学びを考え

ていかなければならないであろう。 

 

4  まとめと今後の課題 

本研究では，新型コロナウイルス感染拡大に伴

う環境の変化が中高生の生活に及ぼす影響を検

討した。しかし一方で，本研究において以下のよ

うにいくつかの課題も残されている。結果を解釈

する際の注意点や今後の展望について，最後に述

べたい。 

まず 1 つ目として，本研究の分析はあくまで

も集団による平均であり，個々での変化は多様で

あり，結果の解釈に留意することである。2 つ目

は，回顧法によるコロナ禍前後の変化を示してお

り，調査協力者の主観的な判断に委ねられ，本来

の変化とは異なる可能性がある。また本研究では

「少し減った（増えた）」「とても減った（増えた）」

を統合しているが，こうした細かな回答の違いも

見ていく必要があるであろう。3 つ目は，本研究

で使用した項目以外にも生活の変化を測定する

項目が考えられ（近視予防フォーラム，2020；個

別教育舎，2021； 国立生育医療研究センター，

2021；LINE リサーチ，2020），全て網羅しきれて

いない。4 つ目は，本研究の結果はあくまでも東

大附属に属する中高生の回答傾向であり，一般標

準ではない可能性があり，他の中等教育学校では

異なる結果を示すことも考えられる。また生徒の

属性（性別・年齢・習い事の有無・家庭状況など）

によって回答傾向に違いが見られることも指摘

され，引き続き，多角的な検討が求められるであ

ろう。そして 5 つ目として，こうした新型コロナ

ウイルス感染症拡大に伴う生活の変化が主体的・

探究的な学びへの取り組みや学習効果・意欲，パ

ーソナリティ，心理的な健康にどのような影響を

もたらすのか明らかにすることである。実際に，

感染拡大によって生活の変化が増減したことが
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ネガティブに働くだけでなく，ポジティブに機能

している可能性も考えられ，様々な変数との関連

が必要である。 

今後も，新型コロナウイルス感染症に関わる影

響は生徒の生活の様々な場面において波及して

いくことが考えられ，生徒の将来の成長の育みに

影響すると思われる。こうした影響は現在だけで

はなく，何年後かの将来の心理的な側面や身体的

な側面に関係する可能性がある。そのためには，

継続的にコロナ禍における生活の変化を追跡調

査し，コロナ禍の多様な影響を様々な視点から，

引き続き，検討していくことが必要だと考えられ

る。 
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